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Ⅰ．はじめに
　文部科学省が全国の小中高校を対象とした「2009年
度問題行動調査」によると，暴力行為が過去最多を更
新したという。4年連続の増加であり，内訳は，小学
校7,115件，中学校4万3,715件，高校１万83件，同省
は「暴力の低年齢化に歯止めがかからない」としてい
る（読売新聞〔平成22年9月15日〕）。
　このことは，現在の子どもたちが怒りの感情を制御
する力が弱いことを示しており，何らかの対応がなさ
れなければならない。筆者は長く中学校教育の現場に
身を置き，これについてささやかな実践をしてきた。
そのひとつは，自作のアンガー・スケールを用いて，
生徒自身に自分の怒りの感情を理解させる取り組みで
あった。自己を理解させることがまずは大切であると
考えたからである。
　以下，筆者が作成した中学生版「アンガー ･スケー
ル」を作成手順を追って紹介しておきたい。
Ⅱ．検査項目候補の収集
　AngerInventory（Novaco,R.W,1975）の中で，本
邦中学生に使用可能とみられる26項目を邦訳して基本
的な候補とした。さらに，中学生が感じる怒りの実態
を反映させるため，彼らが怒りを感じることがらを自
由に記述させるアンケート（山本，1998）を実施し，
その回答の中から，AngerInventoryにみられない内
容を7つ加えた（表１）。
　これらは，個人（自分）にかかわる怒り（「侮辱さ
れることに対する怒り」，「認めてもらえないことに対
する怒り」や社会的な怒り（「正義に反することに対
する怒り」），怒りに対する一般的な耐性の弱さ，に分
類できるように思われた。
　なお，この分類は，後述する因子分析によって多少
の修正の必要は生じたが，基本的にその結果と一致し
ていた。
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Ⅲ．項目分析
　次にこの33項目を用いて５件法の検査（５−非常に
感じる，4−とても感じる，3−ある程度感じる，２
−少し感じる，１−まったく感じない）を作成し，実
施した（中学２年生，男子32人，女子30人，計62人，
1998年7月実施）。そして，各項目が内的整合性を備
えているかどうかを検討するため，上位下位分析によ
る項目分析（ItemAnalysis）を行った。
　つまり，標本を高アンガー群（112点以上，29名）
と低アンガー群（108点以下，28名）に分割し（中間
群〔109 〜 111点〕５名を除く），各検査項目について
高アンガー群と低アンガー群の得点の平均値の差の検
定（t検定）を行った（表２）。この結果に基づき，ア
ンガー ･スケールの項目の候補を，アンガー水準の高
低差に0.01%水準以下の危険率で有意な差異を見出す
ことができた25項目に絞り込んだ。
Ⅳ．因子分析
　また，２年生32名（男女各16名）の検査結果を用い
て，主因子法による因子分析を行い，さらにVarimax
回転をほどこした結果，表3に示すように，「軽視や
認めてもらえないことに対する怒り」，「侮辱に対する
怒り」，「不正や正義に反することに対する怒り」の3
因子を抽出することができた。これらは当初，検査項
目候補を収集した際に想定した3つの分類と基本的に
対応しており，これらがアンガー・スケールの主要構
成要素と考えられる。なお，これらの全体に対する寄
与率は50.5％であった。
Ⅴ．下位検査の作成
1．下位検査項目
　因子分析結果から，項目分析に基づいて抽出された
25項目は，「軽視や認めてもらえないことに対する怒
り」，「侮辱に対する怒り」，「不正や正義に反すること
に対する怒り」と名付けた3つの因子を中心に構成さ
表１　AngerInventoryとアンケートから収集した33の検査項目候補
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
１　「うそつき」と言われたとき
２　口げんかの最中に、相手が「ばかやろう」と叫んだとき
3　レストランに入って，15分待っても水さえ持ってきてくれないとき（A）
4　人がいじめられているのを見たとき
５　先生があなたの言い分を聞いてくれないとき
６　話しかけても返事をしてもらえないとき
7　ハンマーで指をたたいたとき（A）
8　口論の最中に小突かれたとき
9　一生懸命頑張ったのに認めてもらえないとき（A）
10　他の人の失敗をあなたのせいにされたとき
11　あなたが集中しようと思っているのに，近くの人がじゃまをするとき
12　あなたがしたことを人前で批判されるとき（しかられるとき）（A）
13　大切な本を貸してあげたのに，返してもらえないとき（A）
14　ばかにされたり，からかわれたりしたとき
15　家具の角（かど）で向こうずねを強く打ったとき（A）
16　悪ふざけをされたとき
17　勝ちたかったゲームに負けたとき
18　あなたの着ている服をからかわれたとき
19　雨降りの日に，走っている車に水をはねられたとき（A）
20　掃除をしたり，整理整頓をしたりした後に，誰かに汚されたとき（A）
21　TVを観（み）ているときにチャンネルを変えられたとき
22　先生に「やることができていない」と言われたとき
23　球技（バスケットボールなど）の試合で，相手があまりに無茶なことをするとき（A）
24　お気に入りのコップを洗っているときに，落として壊してしまったとき（A）
25　人にたたかれたとき
26　不正行為をしたといって，誤解でせめられたとき
27　持ち物を勝手に使われたとき（見られたとき）
28　口うるさくしつこい注意を受けたとき
29　うそをつかれたとき
30　好き勝手をしてまじめにやらない人がいるとき
31　バスの中でお年寄りに席をゆずらない人がいるとき
32　悪口や陰口（かげぐち）を言われたとき
33　急いでいるのに，前の人がのろのろしているとき
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
１〜 26はAngerInventory，27 〜 33はアンケートの回答から収集された項目。
なお，１〜 26の中で，（A）はAngerInventoryだけのものであるが，その他はアンケートの回答にも見られた。
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表2　内的整合性の検討結果
項目
No.
高アンガー群（N=29） 低アンガー群（N=28）
t（df=55） p
M SD M SD
1 3.38 .887 2.18 .928 4.915 <.001
2 3.00 .983 1.79 .725 5.198 <.001
3 3.72 1.171 2.14 1.025 5.320 <.001
4 3.24 1.164 2.43 .776 3.033 <.01
5 4.38 .715 3.36 1.008 4.349 <.001
6 3.72 1.111 2.64 1.109 3.611 <.001
7 3.45 1.302 2.57 1.348 2.454 <.05
8 3.90 1.034 2.46 1.149 4.865 <.001
9 4.35 .842 3.32 1.071 3.949 <.001
10 4.55 .674 4.07 .923 2.213 <.05
11 4.07 .828 3.14 1.245 3.258 <.01
12 4.03 .718 2.93 .997 4.729 <.001
13 4.03 .928 3.14 1.093 3.263 <.01
14 4.10 .995 3.36 1.172 2.548 <.05
15 2.86 1.306 2.11 1.175 2.251 <.05
16 3.62 .925 2.39 .817 5.211 <.001
17 2.62 .925 2.11 1.080 1.894 N.S.
18 3.52 1.133 2.64 1.109 2.890 <.01
19 3.62 1.096 2.93 1.193 2.241 <.05
20 3.69 .914 2.75 1.022 3.598 <.001
21 3.83 1.085 2.46 1.085 4.661 <.001
22 3.66 .957 2.46 1.267 3.942 <.001
23 3.76 1.103 2.82 .966 3.350 <.01
24 2.79 1.242 1.57 .728 4.435 <.001
25 3.59 1.099 2.79 1.264 2.507 <.05
26 4.45 .497 3.86 .875 3.093 <.01
27 4.10 .995 3.07 1.033 3.774 <.001
28 4.28 .738 3.57 .979 3.022 <.01
29 4.03 .890 2.96 1.017 4.156 <.001
30 3.69 1.206 2.39 1.047 4.253 <.001
31 2.52 1.038 2.32 1.002 .712 N.S.
32 4.38 1.031 3.14 1.187 4.127 <.001
33 4.28 .826 3.36 1.231 3.261 <.01
表3　検査項目の因子分析結果（回転後因子負荷量）
因　　子　　
　　項　　目
Ⅰ
軽視や認めてもらえない
ことに対する怒り
Ⅱ
侮辱に対する怒り
Ⅲ
不正や正義に反すること
に対する怒り
１　「うそつき」と言われた
2　「ばかやろう」と言われた
3　水さえ持ってきてくれない
4　人がいじめられている
5　言い分を聞いてくれない
6　返事をしてもらえない
8　小突かれた
9　頑張っても認められない
11　じゃまされて集中できない
12　人前でしかられる
13　大切な本を返してくれない
16　悪ふざけされる
18　着ている服をからかわれた
20　きれいにしたところを汚された
21　TVのチャンネルを変えられた
22　「やることができていない」と言われた
23　試合で相手が無茶をする
24　コップを壊してしまった
26　不正行為を誤解で責められた
27　持ち物を勝手に使われた
28　口うるさくしつこい注意を受けた
29　うそをつかれた
30　好き勝手をする人がいる
32　悪口や陰口を言われた
33　急いでいるのに前の人がのろい
.796
.426
.159
.547
.845
.881
.035
.984
−.024
.387
.664
−.024
.531
−.141
.979
.841
.361
.752
.118
.664
.255
.219
.110
.800
.520
−.261
−.850
−.725
−.190
−.115
−.314
−.909
−.064
−.196
−.781
−.133
−.964
−.805
−.632
−.153
−.275
−.910
−.630
−.225
−.119
−.374
−.913
−.220
−.445
.002
.538
.064
.529
.780
.183
.180
.390
−.094
.958
.191
.668
.196
.252
.751
.067
.440
.099
−.127
.675
.731
.037
.190
.946
.016
.228
4.788 4.556 3.279
※左端の数字は，はじめの33項目（表１）の項目番号
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れていることが明らかになった。そこで，因子名を
説明できるこれら3つの因子を下位検査とするアン
ガー・スケールを作成することとし，その内容として
各因子の中で因子負荷量の大きい順にそれぞれ５項目
をとりあげた（表4）。
　なお，表中の③の4と20は，他の因子とも重複する
が，ここでの因子負荷量の方が大きく，かつ内容的に
もこの因子（「不正や正義に反することに対する怒り」）
にふさわしいと判断した。
2．アンガー・スケールの完成
　完成したアンガ ・ースケールは表５に示したように，
15項目からなる質問紙検査である。各項目は，５−非
常に感じる，4−とても感じる，3−ある程度感じる，
２−少し感じる，１−まったく感じない，の評定尺度
（５件法）で採点し（５に５点，4に4点というよう
に得点を与える），得点が大きいほどアンガー水準が
高いことが示されるようにした。
　なお，１ 〜 ５は下位検査「軽視や認めてもらえな
いことに対する怒り」，６ 〜 10は「侮辱に対する怒
り」，11 〜 15は「不正や正義に反することに対する怒
り」である。
Ⅵ．信頼性
　なお，再検査法（RetestReliability）による信頼性
係数を求めたところ，r=.73（p<.001）という高い相関
を得た（中学２年生56名〔男子25名，女子31名〕，第
１回検査1998年7月3日実施，第２回検査10月9日実
施）。また，第１回検査と第２回検査の得点について
平均値の差の検定（t検定）を行ったところ，当然な
がら有意差は認められなかった（t=.549,df=110,n.s.）。
　約3カ月という期間をおいて再検査を実施したの
で，その間の発達的変化や経験や学習による影響等が
結果に影響を与えていることに配慮しなければならな
い。それでも，r=.73という高い再検査信頼性係数が
得られたことは，この検査が十分な信頼性を有してい
ることを示しているといえる。
Ⅶ．おわりに
　アンガー・スケールは自己理解をうながすという点
表4　アンガー・スケールの下位検査に用いる項目（①〜③）
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
①　軽視や認めてもらえないことに対する怒り
　５　先生があなたの言い分を聞いてくれないとき
　６　話しかけても返事をしてもらえないとき
　9　一生懸命頑張ったのに認めてもらえないとき
　21　TVを観ているときにチャンネルを変えられたとき
　22　先生に，「やることができていない」と言われたとき
②　侮辱に対する怒り
　２　口げんかの最中に，相手が「ばかやろう」と叫んだとき
　8　口論の最中に小突かれたとき
　16　悪ふざけをされたとき
　23　球技の試合で，相手があまりに無茶なことをするとき
　29　うそをつかれたとき
③　不正や正義に反することに対する怒り
　4　人がいじめられているのを見たとき
　11　あなたが集中しようと思っているのに，近くの人がじゃまをするとき
　20　掃除や整理整頓をした後に，誰かに汚されたとき
　26　不正行為をしたといって，誤解で責められたとき
　30　好き勝手をしてまじめにやらない人がいるとき
　　残余項目
　１　「うそつき」と言われたとき
　3　レストランに入って，15分待っても水さえ持ってきてくれないとき
　12　あなたがしたことを人前で批判される（しかられる）とき
　13　大切な本を貸してあげたのに，返してもらえないとき
　18　あなたの着ている服をからかわれたとき
　24　お気に入りのコップを洗っているときに，落として壊してしまったとき
　27　持ち物を勝手に使われたとき（見られたとき）
　28　口うるさくしつこい注意を受けたとき
　32　悪口や陰口を言われたとき
　33　急いでいるのに，前の人がのろのろしているとき
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
※数字は，はじめの33項目（表１）の項目番号
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で有効であり，怒りのコントロールに関してもそれな
りの効果があると思われる。しかし，それが怒りを制
御する力とどのような関係にあり，また怒りをコント
ロールする力は何によって規定されるのかなどを明ら
かにしない限り，はじめにふれた暴力行為の増加等の
問題には対処できない。
　このことについて筆者は，セルフ・エスティームの
点から，怒りとセルフ・エスティーム，セルフ・エス
ティームと怒りの制御などの関係について検討し，問
題解決のための教育的方策を追求してきた。機会があ
ればふれてみたいと思う。
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表5　アンガー・スケール
中学生版「アンガー・スケール」（Anger Scale for Junior High School Students）
 　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　
　次のような場合，あなたはどの程度怒りを感じますか。あなたの感じに近いと思われる数字に○をつけてください。
　１　先生があなたの言い分を聞いてくれないとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　２　話しかけても返事をしてもらえないとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　3　一生懸命頑張ったのに認めてもらえないとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　4　TVを観ているときにチャンネルを変えられたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　５　先生に，「やることができていない」と言われたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　６　口げんかの最中に相手が「ばかやろう」と叫んだとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　7　口論の最中に小突かれた（たたかれた）とき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　8　悪ふざけをされたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　9　球技の試合で相手があまりに無茶なことをするとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　10　うそをつかれたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　11　人がいじめられているのを見たとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　12　あなたが集中しようと思っているのに，
　　　　　　　　　　　　近くの人がじゃまをするとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　13　掃除や整理整頓をした後に誰かに汚されたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　14　不正行為（悪いこと）をしたと言って，
　　　　　　　　　　　　誤解でせめられたとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
　15　好き勝手をしてまじめにやらない人がいるとき ５　　　4　　　3　　　２　　　１　
非常に
感じる
とても
感じる
ある程度
感じる
少し
感じる
まったく
感じない

